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　　　　　　　　　　　皆さんのご意見（抜粋）
・病気や満員電車、家族関係など、他者や社会との折り合いの
　つかなさから感じるものが「生きづらさ」。
・「生きるのがつらい」と「生きづらい」は違う気がする。

・「生きづらさ」は「自分らしく」生きづらいということ。
・ 「生きづらい」って悪いことなのだろうか？

・○○カフェに来られる人は「生きづらさ」を克服できる。
　来られない人こそ生きづらいのではないか。そんなカフェを実践したい。

少しでも生きやすくするには…
・自分自身を認め、信頼する。・他者からの承認を得る。
・自分らしくいられる場所を確保する。・差別をなくす（平等）。
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平成29年11月　1日 発行
発行元：塾熟出版（事務局）

〇すぎなみ大人”熟”してる？の発行にあたって〇　この新聞は事務局スタッフの視点と記録に基づいて作成しております。

高円寺コース/第２号

第２回

　

『対話する場』を体験する

10月19日
＠高円寺
　障害者交流館

受講生：２０名

高円寺コース第２回はあいにくの雨のなか、２０名の方に
ご参加いただきました。今回の講座では、前回のふりかえりの後、
皆さんで輪になって、お茶やお菓子を交えながら、「対話する場」を
体験しました。対話のテーマは「「生きづらさ」ってなんなのでしょう？」。
なかなか難しいテーマですが、皆さんの語りの中には考えさせられる
ものがたくさんあったと感じます。

　　　　　　　　　　　◎受講生の皆さんの感想◎
・皆様の深いお話を聞いて、悩んでいるのは、自分だけではないと気づきました。
・日頃、気になっていたテーマで大変興味深かったです！！
・初めて哲学カフェを経験しました。面白かったです。もっと皆さんのお話をお聞きしたかったです。
・難しかったですが、皆さんの見方や考え方が知れて興味深かったです。

※塾熟新聞の紙面上で、皆さまの感想やご意見を共有していきたいと思っています。お待ちしております！！

次回から３回続けて、高円寺のまちに出て、多様な場づくりを実践しているゲストのお話を伺います。
最初の会場は長仙寺、テーマは「”昔”から地域の拠点　「お寺」を結ぶ」です！！お楽しみに♪

つらい時はあってもそれが直接生きづらさにつながるとは考えていない。


